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「バルベックⅠ」は約 3 か月間（1897 年 8 月初め～10 月末），「パリのゲルマントのほう」は約 2
年5か月間（1897年11月～1900年復活祭の頃），「バルベックⅡ」は約 5か月間（1900年復活祭

















































































主人公が 19 世紀から 20 世紀への転換期を生きた「無名の一文学青年」であり，「書けない文学青
年」の典型であることを示すために必要不可欠だったと考えられる．多種多彩で特殊な歴史的事象
を作中に書き込んだプルーストの情熱が理解できる．
語り手はシャルリュス氏の物語によって「よい小説」へとむかう扉を閉め，最終的に主人公を物
語時間のなかに置きざりにすることによって，よい
．．
「虚構の自伝」への扉をも閉める．今後，主人
公の精神史と時代とのかかわりを検証することで，この時代の文学の諷刺
．．．．．
としての『失われた時を
求めて』の様相が浮かび上がってくるであろう．
